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問 1 平面上の点 P (1, 2 +
√
3)について、(1)～(2)の問いに答えなさい。(1点×2)

ただし、arg(1 + i(2 +
√
3)) =

5π

12
である。

(1) 点 P を三角関数による極座標表示しなさい。

解答例 原点 Oを中心として点 P を通る円の半径 rは r =
q
12 + (2 +

√
3)2 =

√
2 +
√
6であ

る。また、点 P の偏角 θは θ = arg(1 + i(2 +
√
3)) =

5π

12
である。したがって、点 P を三角関数

による極座標表示すると

z = (
√
2 +
√
6)(cos

5π

12
+ i sin

5π

12
)

となる。

(2) 点 P を指数関数による極座標表示しなさい。

解答例 (1)より、点 P を三角関数による極座標表示すると

z = (
√
2 +
√
6) ei

5π
12

となる。

評価基準 解答例に準じた解答であれば各 1点。

問 2 数式処理ソフトMathematicaを利用し、θ = arg(z)を満たす単位円周上の点の座標 zを

求め、下記の表を完成しなさい。ただし、表に習って直交座標表示で答えること。(1点×4)
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評価基準 解答例に準じた解答であれば各 1点。


